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令和４年度 事 業 報 告 書 

 令和４年度は、コロナ禍の生活様式にも人々が適応しつつある中で、生活支援センターとしても新し
い形、チャレンジ精神を持ち運営していくことを意識しました。また、地域市民は、精神保健福祉制度
が変化していることも知らない現状があり、普及啓発活動にもチャレンジ精神を持ち取り組みました。
地域共生社会の実現、地域生活拠点事業、精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築におい
て、地域全体が我が事として精神障害に対する正しい理解が必要であることを改めて感じました。そこ
で、障害福祉分野以外の自治会、高齢関係、教育機関（小学校）との交流をより重視し、ご利用者の満
足度向上に繋がることを目的として運営して参りました。それらのことも含めて、以下の通り令和４年
度の事業報告をさせて頂きます。 

【施設概要】 
     名 称：社会福祉法人横浜市社会事業協会 横浜市鶴見区精神障害者生活支援センター 
     所在地：〒230‐0062 横浜市鶴見区豊岡町 28‐4 ハーモニーとよおか４階 
     電 話：045-576－3173（一般相談回線） 

045-576－3174（申込専用回線）
045-576-3170（自立生活アシスタント事業専用回線） 
045-576-3171（横浜市退院サポート事業専用回線） 

     ＦＡＸ：045-576-3172       

I. 令和４年度 運営実績報告
① 登録者数及び来館者数
開所日数：  ３０８ 日

登録者数 

令和４年度登録 
男性 ４８ 名 

全体 ９２ 名 
女性 ４４ 名 

全登録者数 
男性 ６４１ 名 

全体 １１９３ 名 
女性 ５５２ 名 

来館者数 

本人 
男性 ４４７１ 名 

全体 ６６６１ 名 
女性 ２１９０ 名 

家族 ４８０ 名 
全体 ８２３ 名 

ボランティア・その他関係機関等 ３４３ 名 

全 体 合 計 ７４８４ 名 
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② 各種サービス利用状況
項 目 延べ人数 全体延べ人数 

夕食 
男性 ２５６５ 人 

３９２１ 人 
女性 １３５６ 人 

入浴 
男性 ６３２ 人 

７１２ 人 
女性 ８０ 人 

洗濯 
男性 ３１９ 人 

４１８ 人 
女性 ９９ 人 

インター

ネット

男性 １３ 人 
２０ 人 

女性 ７ 人 

夕食サービスは、黙食を徹底しながら人数制限を１５名→２０名に増やし、 
ニーズに対応致しました。入浴、洗濯に関しては、単身世帯、ゴミ屋敷問題を
抱えている登録者の利用率が高くなっています。

II. 地域活動支援センター事業 支援状況報告
【援助方法】

電話 
男性 ２４０７ 件 

全体 ５０２７ 件 
女性 ２６２０ 件 

面接 
男性 ２２５ 件 

全体 ４６８ 件 
女性 ２４３ 件 

フリースペース

対応 

男性 ４７７ 件 
全体 ７３２ 件 

女性 ２５５ 件 

訪問 
男性 ５７ 件 

全体 １１３ 件 
女性 ５６ 件 

同行 
男性 ３３ 件 

全体 ８８ 件 
女性 ５５ 件 

その他 
男性 ４３ 件 

全体 ７５ 件 
女性 ３２ 件 

【相談支援内訳】 

生活（衣食

住） 

男性 １２８０ 件 
全体 ２８０６ 件 

女性 １５２６ 件 

精神的不

安・混乱 

男性 ４８０ 件 
全体 １１３０ 件 

女性 ６５０ 件 
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家族関係 
男性 ２０１ 件 

全体 ６４０ 件 
女性 ４３９ 件 

対人関係 
男性 ２６６ 件 

全体 ５９７ 件 
女性 ３３１ 件 

金銭管理・

経済 

男性 ２８２ 件 
全体 ４７４ 件 

女性 １９２ 件 

就労 
男性 ３５５ 件 

全体 ６４６ 件 
女性 ２９１ 件 

制度・サー

ビス 

男性 ３８３ 件 
全体 １０５０ 件 

女性 ６６７ 件 

センター利

用案内

男性 １１３ 件 
全体 ２２３ 件 

女性 １１０ 件 

日中活動 男性 ２７７ 件 

全体 ５０９ 件 （余暇含

む） 
女性 ２３２ 件 

医療・健康 
男性 ４８５ 件 

全体 １２６３ 件 
女性 ７７８ 件 

入院・退院

支援 

男性 ３０ 件 
全体 ６３ 件 

女性 ３３ 件 

その他 
男性 １１２９ 件 

全体 ２２３２ 件 
女性 １１０３ 件 

複数対応 ５０ 回 

ケア会議 １６ 回 

緊急対応 ２４ 回 

① 相談支援・生活支援
感染対策を実施しながら、フリースペース、各種有料サービスの提供を行いました。電話相

談においては、統一したルールを設けていないため病状不安定な電話頻回者の方だと６０分程
度かかることがほぼ毎日のようにありました。また、怠薬により病状悪化している方も毎日来
館され対応に鶴見警察や近隣の民間事業者等と約１年間、対応に苦慮しましたが粘り強く関係
性を構築し続けたことで、再度医療に繋がることができ病状が改善されました。センターは、
こうした様々な状況の方が来館されますが、アセスメントをしっかり行いニーズをキャッチす
ることで、その人らしく生活できるようサポートできることを改めて実感した１年でもありま
した。
また、今年度はご家族の利用も多く８０５０問題を抱えた方が、ご本人と夕食目的で週５日

来館され、その中で生活実態やお困りごとを確認することができました。結果として、地域の
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中で孤立することなく、センターとの関係性構築に繋がりました。多種多様な状況の方々のニ
ーズをキャッチする力をさらに強化し、この街で安心して暮らせるよう必要な支援を今後も展
開していきます。 

② 訪問・同行支援
これまでに基本相談で訪問・同行が必要だった方々について、福祉サービスの利用に伴い計

画相談支援に移行致しました。そのため、訪問・同行の年間数値が減少していますが、その分
計画相談支援事業としての集計では、訪問・同行合わせて５００件は超えています。

③ 家族支援
鶴見区家族会（のぞみの会）の定例会に毎月参加しています。また、年４回ある懇親会にも

出席致しました。その中で、センターをご存じない会員の方からの質疑応答を受け付けながら
関係性を深めてまいりました。
懇親会で出会った８０代の女性のご子息が、治療中断から長年引きこもり状態となっており

家の中を破壊する行動障害をお持ちの方がいました。区ＭＳＷと連携し、訪問しながら家族の
気持ちを受け止める形を継続しています。
また、高齢化している家族への支援として家族会と共に孤立しているご家族が一息つけるよ

うなイベントを共催することを検討致しました。今後、不定期でセンター内で家族同士が気軽
に交流できる家族ピアミーティングを開催していきます。

④ プログラム・交流機会の提供

 自主事業及び地域交流事業においても新たな形にチャレンジ致しました。自主事業では、Ｉ
ＣＴ技術を駆使した巨大画面ゲーム大会や屋外ヨガ等、感染予防しながらも新しい体験の機会
を提供しました。地域交流事業では、鶴見区老人クラブの方々を定期的に講師に招き、新しい
ネットワークを構築しました。その結果、老人クラブ主催の文化祭にご利用者が作品を展示す
ることができ、ご利用者の自己肯定感を高めることに繋がりました。
また、福祉分野への普及啓発活動の新しい試みとして、小学校との交流事業を計７回実施致

しました。センター登録者、小学生合わせて１６９名が交流を行い小学生が正しい精神障害の
理解を深める機会となりました。その様子はタウンニュースにも取り上げられ、普及啓発とな
りました。夏祭りにも交流を通してセンターを知り得た小学生が、友達を連れて来所し、参加
人数は１６８名となり、大盛況に終わりました。今後も、地域共生社会に向けてインクルーシ
ブ教育の良い機会となるよう継続していきたいと考えています。 

家族による家族のための相談会 ３名 

生活支援センタープログラム ４３回 参加者総数  ５９７名 
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⑥ 人材育成について
研修の形態も多様化し、オンラインで受けられる研修も増えました。そのため、市内の研修

のみならず全国レベルの研修に積極的に参加致しました。また、各種専門職団体の研修にも参
加し、ネットワークの構築に努めました。結果、２名の職員が専門職団体の活動に参加するな
ど、専門職としての資質向上の機会を得ることに繋がりました。
法人内においても、キャリアごとに研修を定期的に行いました。当法人は、重度心身障碍

者、高齢者福祉施設も運営しているため、法人内研修で他分野の同僚と意見交換できる場があ
ることは視野を拡げられる機会となりました。
実習生については、精神保健福祉士、社会福祉士、公認心理士、看護師を目指す学生を受け

入れました。実習指導者講習会を修了した職員３名に実習指導を任せたことで、学生に教える
中で自分たちの知識・技術を振り返ることができました。今後も積極的に受け入れ、学生と互
いに成長し合えるような互恵関係を構築していきたいと考えています。
また、12 年目を迎える鶴見区有志の会「うみやま会」でも事例検討会を定期的に開催しなが

らネットワーク強化及び専門家として資質向上に取り組んでいます。今年度は、2 か月に一回
開催しています。 

⑦ 嘱託医相談

予約は、上記数字よりも多く入るのですが、当日来られなくなり、キャンセルとなるケース 
が多かったです。嘱託医相談は、医師とゆっくり話をできる貴重な機会なのでご家族や関係機 
関も相談のために来所しました。まだまだ、空き状況がありますので周知方法を工夫しつつ、 
より多くの市民の方々に活用して頂けるよう運営して参ります。 

⑧ 関係機関とのネットワーク
① 3機関定例カンファレンス
定期的なカンファレンスの中で、３機関が協働して対応すべきケースについて話し合いをし

ています。互いの状況を理解し合い、必要に応じて連携を行っています。鶴見区の強みとして
は、センター登録者でセンターと関係破綻した方を基幹相談支援センターでフォローしてくれ
ている部分だと思います。その逆もありますが、互いにご利用者主体で支援展開できているの
だと思います。開所してから両輪の関係が継続しているのも、こうしたケースを通した信頼関
係が培われているからこそであり、未治療ケースや８０５０問題ケース等、一緒に動く必要が
ある場面は、今後も継続して定例カンファレンスを通して埋もれたままになっている方々にア
ウトリーチできればと考えています。

実習生受け入れ人数 ： １８名 受け入れ期間 ： １２０日間 

本  人 ９人  

全  体 １２人 
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② 鶴見区自立支援協議会
事務局として事務局会議（２か月に１回）、代表者会議に参加しました。また、担当者会議

や各部会（相談支援部会、精神部会、権利擁護部会、ＧＨ連絡会）に職員を派遣して参りまし
た。地域生活拠点事業や精神障害者にも対応した包括ケアシステムの構築に向けた検討につい
ては、精神部会で検討を重ねています。また、区づくり事業としてケアプラザと連携を行い障
害理解講座の定期開催等を実施致しました。 

③ その他
小学校交流事業を実施致しました。当センターの目の前にある豊岡小学校５年３組をモデ
ル的に交流を重ねました。まずは、小学生が校外学習の一環として来館し、見学及び精
神障害に関する説明会を行いました。その後は、授業に当センター登録者が招かれたり
交互に行き来しながら交流を１年間深めました。その様子は、タウンニュースにも取り
上げられ実りある普及啓発活動になりました。今後は、区内の教育機関にも声掛けを行
いできる限り幅広く教育機関と連携しながら精神障害の正しい理解が促進されるよう引
き続き普及啓発をしてまいります。

※タウンニュース写真

Ⅲ．自立生活援助事業・自立生活アシスタント事業 
① 自立生活援助事業

今年度の自立生活援助は、１ケースのみとなります。制度設計上の訪問回数の縛りがあること
などから、導入困難なケースが多く比較的自由に利用できる自立生活アシスタント事業を希望さ
れる方が多数いらっしゃるのが実情です。 

② 自立生活アシスタント事業
   昨年度増加した件数を維持しつつ、新たにケースを開拓していくため新規相談に積極的に対応

しました。昨年度と比較し、今年度は相談中の状態で対応を試みたケースが多く、現時点では登
録に至らずとも今後のつながりが継続していけるよう意識してまいりました。今後の支援と関係
機関との信頼関係に繋がればと思っております。 

   また、今年度の課題においては、目標達成の終結がなくやむを得ない事情で終結せざるを得な
かったケースのみであり、現時点で対応しているケースに関しては、ご利用者の望む生活実現の
達成に貢献していきたいと思います。 

   今年度は、生活支援課の生活困窮担当者と連携しケース共有を通して、新規ケースと出会うこ
とができました。いずれは、アウトリーチ支援事業が必要となる可能性があるケースも多数存在
することがわかりました。今後も、生活困窮、知的・精神の自立生活アシスタントと連携して効
果を高めていきたいと考えています。 
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③鶴見区アウトリーチ支援事業について 
自立生活アシスタント事業の一環として、生活困窮制度に基づくアウトリーチ支援事業の定例会

議には毎月出席をしました。 
   区内の自立生活アシスタント事業所、区役所生活支援課とも連携し事例検討を継続的に

実施。その中で、アルコール依存症と軽度知的障害疑いの女性とその子供（引きこもり）に対し
て、協働で訪問支援を実施。結果、関係性が築かれ徐々に世帯の正確な状況が分かるようになって
きた 

Ⅴ．横浜市退院サポート事業及び地域相談支援事業 
今年度は、ここ数年と同様に新型コロナウィルス感染症の感染拡大の影響で病院内にて感染者が

発生し、面会、外泊・外出の禁止の期間のあり、支援活動が進まない状況もありました。令和 3 年度
に鶴見西井病院への働きかけとしてグループホームにお住いの方からのビデオメッセージを作成し
ていました。今年度に入り、病院ワーカーとも連携し、病院内でビデオメッセージの上映会を実施す
ることができました。反応は様々でしたが、協働活動の形が ICT 技術を用いることで様々な工夫の
余地があると感じることができました。今後は、コロナ感染症の制限も緩和されていくと考えられる
ため、他区のセンターとも協力しながら協働活動について考えできることが取り組んでまいります。 
今後の課題としては、コロナが落ち着き支援展開できたケースもございますが、外出後に PCR検査
を受けて１日隔離する等から外出頻度が低くなり、オンライン面会が続く病院もあります。ご本人が
地域生活に意識を向けられるよう、病院と相談しながら外出同行支援の幅も拡げていきたいと考え
ています。また、退院に向けて相談員以外の病院内職員と協働することも重要になります。よって、
入院患者様に対しての協働活動だけではなく、院内職員にも地域で暮らすことに対して理解を深め

登
録
者
概
要

登
録
者
数

令和４年３月末時点 ２８ 
障害程度 

別人数 
精神 1 級 精神 2 級 精神 3 級 

精神手帳 

なし 

令和４年度新規登録 ５ Ａ１ 0 0 0 0 

令和４年度登録抹消 ３ Ａ２ 0 0 0 0 

令和５年４月１日現在 ２５ Ｂ１ 0 １ 0 0 

未登録相談人数 ３ Ｂ２ １ １ 0 １ 

他アシ事業所協力人数 ０ 愛の手帳なし ７ １２ ４ ３ 

生活 

状況 

①単身
②障害者

のみ 

③同居家族

の高齢化 

④その他

家族と同居 

⑤単身生活

移行希望 
⑥その他 その他の内容 

２１ １ ４ １ １ １ 

日中活 

動場所 

①就労 ②通所 ③デイケア ④在宅 ⑤その他 その他の内容 

２ ７ ３ １５ １ 
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て頂く必要があると考えます。退院先だけではなく、「どのような生活をおくるか」といった面も視
野に入れて退院支援を進めていくことを説明するなど、院内の職員に向けた」協働活動」の必要性を
感じるため、積極的に取り組んでまいります。 

① 地域移行・地域定着支援
今年度は、利用者は５名でした。支援終了２名の方は、ご自宅とグループホームに退院された方

です。うち１名は、3 年以上入院されていた長期入院者になります。もう一名の方は、6か月と比
較的短期ですが、家族全体に対して支援が必要なケースであり、ご自宅への退院後もセンターとし
て継続支援を展開しています。 
地域定着支援事業の利用については、グループホームとご自宅への退院であったため、利用に至

ることはありませんでした。 

Ⅵ．計画相談支援事業 

   専従職員を配置してから区内事業所が対応困難ケースを鶴見区生活支援センターで受け入れると 
いう方針で区内に周知しています。そのため、契約者のほとんどの方が日々、対応が必要なケース 
です。モニタリング月のみの関りではなく、適宜必要に応じて訪問・同行支援を行ってまいりまし 
た。常勤換算にすると実質 3.5 名で対応していますが、2.5 名は兼務でありセンター業務とのバラ

ンスを考えるとオーバーワーク寸前の状態となっております。そのため、鶴見区とも協議し、3 月の時
点で新規受け入れをストップしている現状です。しかしながら、当センターが対応できる件数が上限に
達している状況でも、区内の導入率５０％（精神障害）という状況もあり、今後の大きな課題として感
じています。自立支援協議会内で連携しながら、区内相談支援事業所の精神障害に対応して頂ける事業
所を増やす試みや、互いに成長できる研修会等を実施し区内全体のレベルアップを図っていきます。

支援対象者数 16 名 
退院サポート事業利用者 11 名 
地域移行支援事業利用者 ５名（退院サポート事業利用者３名含む） 

退院者数 ２名（内 地域移行支援事業 0 名） 
支援継続 １０名(内 地域移行支援事業利用者 1 名含む) 

退院後フォロー １名 

支援終了 ２名 
支援中止 １名 

支援対象者数 ５名 
支援継続 ３名 
支援終了 ２名 

契約者総数 ： １０４名 年間請求件数 ： ３７１件 
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